
日
本
原
燃
（
株
）
へ
の
質

問
書
提
出
要
請
交
渉
は
市
民

代
表
八
人
に
よ
り
、
四
月
二

六
日
午
後
三
時
か
ら
四
時
過

ぎ
ま
で
、
六
ヶ
所
村
の
日
本

原
燃
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
別
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
応
対
し
た

の
は
、
広
報
地
域
交
流
室
広

報
部
総
括
グ
ル
ー
プ
の
課
長

以
下
五
人
で
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
と
東
奧
日
報

が
取
材
し
ま
し
た
。

花
と
ハ
ー
ブ
の
里
の
菊
川

慶
子
さ
ん
が
緊
急
要
請
・
質

問
状
を
手
渡
し
、
文
書
に
よ

る
五
月
二
六
日
ま
で
の
回
答

を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
岩
手
の
会
の

永
田
文
夫
さ
ん
か
ら
文
書
の

趣
旨
説
明
が
な
さ
れ
、
質
疑

応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

地
震
当
日
の
様
子

先
ず
市
民
側
が
大
地
震
の

三
月
十
一
日
と
余
震
の
四
月

七
日
に
外
部
電
源
が
停
電
し
、

非
常
用
電
源
が
立
ち
上
が
っ

た
時
の
様
子
を
質
し
ま
し
た
。

日
本
原
燃
の
説
明
は
「
地

震
当
日
六
ヶ
所
工
場
は
震
度

４
の
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
。

事
務
棟
で
は
建
物
の
外
へ
の

退
避
が
指
示
さ
れ
た
。
工
場

の
諸
施
設
は
停
電
と
な
っ
た

が
非
常
用
電
源
が
予
定
通
り

立
ち
上
が
り
機
能
を
維
持
し

た
。
工
場
内
の
対
策
委
員
会

が
活
動
を
お
こ
な
い
、
非
常

用
電
源
五
台
の
う
ち
、
高
レ

ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
、
使
用
済

み
核
燃
料
プ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
必
要
な
各
一
台
が
立
ち

上
が
り
冷
却
な
ど
が
問
題
な

く
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
四
月
七
日
の
余

震
の
時
も
同
じ
で
あ
っ
た
」
、

と
い
う
も
の
で
し
た
。

安
全
対
策
は
ど
う
強
化
さ
れ

た
の
か

市
民
側
か
ら
は
、
地
震
へ

三陸の海を放射能から守る 《天恵の海》
岩手の会 ２０１１（平成２３）年
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「
大
地
震
に
際
し
て
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は
万
全
の
安
全
確
保

が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。
今
回
の
東
日
本
大
震
災
・
大
津
波
・

福
島
原
発
大
事
故
を
目
の
当
た
り
に
し
た
市
民
団
体
は
、
再
処
理

工
場
の
絶
対
的
安
全
確
保
を
要
請
す
る
緊
急
要
請
・
質
問
状
を
日

本
原
燃
社
長
、
青
森
県
知
事
、
六
ヶ
所
村
村
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

提
出
団
体
は
「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
」「
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」

「
青
森
県
保
険
医
協
会
」
「
三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手

の
会
」
の
四
団
体
で
、
さ
ら
に
、
賛
同
団
体
と
し
て
岩
手
、
宮
城
、

東
京
、
愛
知
、
佐
賀
な
ど
十
九
市
民
団
体
が
名
を
連
ね
ま
し
た
。

原
燃
と
の
交
渉
で
は
一
時
間
以
上
の
質
疑
応
答
が
続
き
、
「
高

レ
ベ
ル
廃
液
」
や
「
使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル
」
の
危
険
性
に
つ

い
て
、
厳
し
く
問
う
真
剣
な
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

緊急要請・質問状の主な内容
大地震による事故は、原発よりも、化学工場である

再処理工場の方が可能性が大きい。しかも、いったん

事故が起こればウランやプルトニウムを扱う工場であ

り、現場にも近づけない過酷な事故に発展する可能性

が高い。

１，高レベル放射性廃液の事故防止策

保存の状況、ガラス固化の見通し、最悪のケース

の調査研究、電源、冷却剤喪失対策、水素爆発対

策、緊急時訓練、最悪の場合の緊急対策、今後撤

退を前提とするガラス固化 など。

２、使用済み核燃料プール事故防止対策

何体の核燃料が保存か、冷却水喪失、電源喪失対

策、燃料棒露出、水素爆発対策 など

３、全般

直下大地震における同時多発的な事故への対処、

故高木仁三郎氏の事故評価への見解 変動地形学

渡辺満久教授の直下活断層説への見解 など。

＊全文はホームページ「岩手の環境／再処理」に掲載



の
六
ヶ
所
工
場
の
備
え
に
つ

い
て
質
問
が
次
々
に
出
さ
れ

ま
し
た
。
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
は
以
下
の
こ
と
で
す
。

◇
非
常
用
電
源
は
五
台
の
デ

ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
で
あ
る
。

そ
の
全
部
を
使
わ
な
く
て
も

高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
、
使

用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル
、
工

場
全
体
を
ま
か
な
え
る
。

◇
さ
ら
に
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ

ン
ジ
ン
発
電
機
搭
載
電
源
車

が
（
一
六
〇
〇
Ｋ
Ｗ
）
配
備

さ
れ
た
。

◇
外
部
電
源
は
二
系
列
あ
る
。

◇
使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル

は
三
〇
〇
〇
ト
ン
収
容
能
力

で
あ
る
が
、
本
年
二
月
で
二

八
八
〇
ト
ン
が
収
容
さ
れ
て

い
る
。
使
用
済
み
核
燃
料
プ

ー
ル
の
冷
却
は
、
冷
却
水
を

空
冷
し
循
環
さ
せ
る
方
式
。

そ
の
冷
却
水
と
同
量
の
真
水

が
予
備
と
し
て
近
接
す
る
タ

ン
ク
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
。

◇
地
震
後
工
場
内
に
「
安
全

確
保
特
別
部
会
」
が
四
月
十

三
日
に
設
置
さ
れ
、
二
一
日

に
訓
練
を
行
っ
た
。

「
プ
ー
ル
一
杯
分
も
の
高
レ

ベ
ル
廃
液
」
は
安
全
か

市
民
の
側
か
ら
は
「
ガ
ラ

ス
固
化
も
出
来
ず
貯
ま
っ
て

い
る
小
学
校
の
プ
ー
ル
一
杯

分
（
二
四
〇
立
方
㍍
）
の
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
」
に
つ

い
て
質
問
が
集
中
し
、
次
の

よ
う
な
や
り
と
り
が
あ
り
ま

し
た
。

◇
故
高
木
仁
三
郎
氏
が
報
告

し
て
い
る
一
九
七
七
年
西
ド

イ
ツ
政
府
の
評
価
「
再
処
理

工
場
の
事
故
ー
国
民
の
半
数

が
死
亡
の
お
そ
れ
」
と
い
う

レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
原
燃

は
「
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
市

民
グ
ル
ー
プ
か
ら
以
前
に
提

供
さ
れ
、
知
っ
て
い
る
」
と

答
え
た
。（
原
燃
と
し
て
の
見

解
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
）

◇
み
ん
な
が
反
対
す
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
試
験
を
強
行
し
、
ガ

ラ
ス
固
化
も
出
来
な
い
の
に
、

見
通
し
も
な
く
使
用
済
み
核

燃
料
を
裁
断
し
た
の
で
は
な

い
か
。
（
答
は
な
か
っ
た
）

◇
高
木
仁
三
郎
氏
は
「
高
レ

ベ
ル
廃
液
が
一
立
方
㍍
環
境

に
漏
れ
て
も
青
森
県
全
域
は

避
難
範
囲
、
警
戒
領
域
は
名

古
屋
あ
た
り
ま
で
達
す
る
」

と
い
う
推
定
を
行
っ
て
い
る
。

対
策
は
あ
る
の
か
。（
答
は
な

か
っ
た
）

「
直
下
Ｍ
８
」
に
耐
え
ら
れ

る
の
か

変
動
地
形
学
の
東
洋
大
学

渡
辺
満
久
教
授
の
直
下
Ｍ
８

活
断
層
説
に
つ
い
て
の
追
及

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
再
処
理

工
場
の
耐
震
性
は
ど
う
の
よ

う
に
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
質
問
に
「
三
陸
沖
北

部
に
お
け
る
Ｍ
８
級
地
震
の

想
定
は
な
さ
れ
て
い
る
」
と

答
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
直

下
地
震
で
は
な
い
の
で
、
説

明
に
な
っ
て
い
な
い
と
市
民

側
は
反
論
し
ま
し
た
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

質
問
状
回
答
後
、
県
民
説
明

会
を
開
催
す
べ
き

さ
ら
に
市
民
側
か
ら
「
原

発
で
事
故
が
起
き
た
の
だ
か

ら
再
処
理
工
場
も
安
全
か
？

と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
い
る
。

日
本
原
燃
は
五
月
二
六
日
に

私
た
ち
の
質
問
状
へ
の
回
答

の
後
、
早
急
に
公
開
の
説
明

会
を
開
催
し
て
実
態
を
す
べ

て
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
当
然
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

「
原
燃
は
地
域
に
配
っ
た

チ
ラ
シ
で
『
使
用
済
み
核
燃

料
プ
ー
ル
』
に
つ
い
て
は
述

べ
て
も
『
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
』
に
つ
い
て
は
触
れ
て

い
な
い
。
先
ず
事
実
を
伝
え
、

危
険
性
を
指
摘
し
て
き
た
学

者
や
技
術
者
の
意
見
も
交
え

た
公
開
の
論
議
を
保
証
す
べ

き
だ
」
と
い
う
意
見
が
強
く

出
さ
れ
ま
し
た
。

二
七
日
一
時
半
に
青
森
市

に
移
動
し
て
、
青
森
県
庁
で

三
村
知
事
宛
要
請
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
県
へ
の
要
請
に

六
ヶ
所
村
泊
地
区
で
チ
ラ

シ
配
り
を
行
い
ま
し
た
。

「
福
島
原
発
事
故
の
よ
う

な
こ
と
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
原
燃
に
安
全
管
理
を
厳
重

に
行
う
よ
う
、
申
し
入
れ
ま

す
」
と
い
う
趣
旨
の
チ
ラ
シ

を
、
六
人
で
行
い
ま
し
た
。

受
け
取
っ
た
住
民
の
中
に

は
、「
テ
レ
ビ
で
福
島
の
被
災

者
を
見
て
泣
い
て
い
る
。
人

ご
と
で
は
な
い
」
と
話
す
女

性
も
い
ま
し
た
。

は
青
森
県
保
険
医
協
会
の
代

表
も
出
席
し
ま
し
た
。
対
応

し
た
の
は
青
森
県
エ
ネ
ル
ギ

ー
総
合
対
策
局
原
子
力
立
地

対
策
課
天
内
章
司
課
長
代
理

ら
四
人
で
し
た
。

要
請
内
容
は
、
六
ヶ
所
村

村
長
と
同
じ
で
「
高
レ
ベ
ル

廃
液
の
絶
対
的
安
全
管
理
を

日
本
原
燃
へ
要
請
し
て
下
さ

い
」「
す
べ
て
の
電
源
が
停
止

し
て
も
放
射
能
を
外
部
に
漏

ら
さ
な
い
た
め
、
最
悪
の
場

合
の
備
え
を
要
請
し
て
下
さ

い
」
で
し
た
。
天
沼
課
長
代

理
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
な
く
、

（
県
と
し
て
）
何
ら
か
の
ア

ク
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
」
と

答
え
、
具
体
的
な
行
動
を
起

こ
す
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

青
森
の
原
発
と
再
処
理
工

場
の
電
源
、

同
一
変
電
所
で

良
い
の
か

五
月
五
日
の
岩
手
日
報
に

注
目
す
べ
き
記
事
が
載
り
ま

し
た
。

「
青
森
二
原
発
は
同
一
電

源
」
と
い
う
見
出
し
で
、
建

設
中
の
東
通
、
大
間
原
発
の

同
時
停
止
の
危
険
性
を
報
じ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
解
説
で

「
下
北
の
建
設
中
を
含
む
３

原
発
と
使
用
済
み
核
燃
料
再

処
理
工
場
の
計
４
施
設
に
一

つ
の
変
電
所
か
ら
電
気
を
供

給
す
る
計
画
は
、
原
子
力
施

設
が
集
中
す
る
危
う
さ
を
浮

き
彫
り
に
し
た
」
と
し
「
故

障
連
鎖
の
想
定
を
厳
密
に
行

い
、
福
島
原
発
事
故
の
過
ち

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

対
策
を
根
本
か
ら
見
直
す
必

要
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。

下
北
半
島
の
、
原
発

や
再
処
理
工
場
施
設
と
変
電

所
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
停

電
対
策
な
ど
納
得
の
い
く
説

明
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

四
月
二
七
日
九
時
半
に
六
ヶ
所

村
役
場
に
古
川
健
治
村
長
を
訪
ね

要
請
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
内
容
は

「
村
長
と
し
て
高
レ
ベ
ル
廃
液
の

絶
対
的
安
全
管
理
を
日
本
原
燃
へ

要
請
し
て
下
さ
い
」「
す
べ
て
の
電

源
が
停
止
し
て
も
放
射
能
を
外
部

に
漏
ら
さ
な
い
た
め
、
最
悪
の
場
合

の
備
え
を
要
請
し
て
下
さ
い
」
と
い

う
も
の
で
す
。
古
川
村
長
は
「
し
か

る
べ
き
対
応
を
踏
ん
で
検
討
し
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。

六ヶ所村 泊漁港
２ｍくらいの津波が来襲。漁船は全

部沖合に出て無事だったそうです。


